
2022年度終了 東京都立大学教育改革推進事業  

（【A】組織提案型支援プログラム）取組 

 
１ 取組名称 

研究プロジェクト演習（Ｃ／４）の継続的な洗練化を実現する実施スキームの確立と定着
化 
 
２ 取組組織名 

システムデザイン研究科 航空宇宙システム工学域 
 
３ 取組実施代表者名 

システムデザイン研究科 航空宇宙システム工学域 教授 佐原 宏典 
 
４ 取組年度期間 

2020～2022 年度（３年間） 
 
５ 取組の概要 

航空宇宙システム工学域博士前期課程では、共創力や集合知の重要性を体得することを目
的として Project Based Learning （PBL）に基づいた「研究プロジェクト演習（C/4）」を必
修科目として開講している。本科目の実施スキームにおいては PDCA サイクルの「A」の実
施が不十分であったり、OODA サイクルの実施が曖昧であるなどして、プロジェクトのス
パイラルアップが出来ていない等の課題がある。そこで本事業では、履修学生に対して
OODA サイクルと PDCA サイクルの経験をさせることを完遂することができる実施スキ
ームを確立し、定着させることを目的とする。 

 

６ 事後評価の総合評定 

４．１ ※審査会（教育担当副学長及び部局長構成）の審査員が行った５段階評価（５～１）の平均点 
 
７ 事後評価に関する審査会での主な意見 

 ○ 「コロナ禍における生活スタイル」のような身近なテーマで、プロジェクトの実現のた
めに PDCA サイクルを適用して、グループとして問題解決に取り組むための能力の育
成を目的とする本事業の試みは評価できる。とくに 3 年間かけて PDCA サイクルを
連続的に回すというねらいは重要であると考えられる。年度ごとの改善、底上げが可視
化されて読み取れる部分も興味深く、本事業の目的は十分に達成されたと思われる。 

 ○大学院の PBL 型の必修科目の改善を目的とした取り組みで、これまでは PDCA サイ
クルの A にあたる部分に課題があったものを改善しようという試みである。前年度の



課題の A にあたる部分について前年度履修者をメンターとして採用し、前年度プロジ
ェクトの改善に取り組むことで、スパイラルアップするという目的も達成されており、
対象となる必修科目のスキームもこの取り組みにより確立されている。 

 ○毎年度同じ演習を行う場合の悩み（学生からすれば毎年度リセットされてしまう）への
対応の興味深い試みである。 


